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( 浪速区医師会　会長 )

佐久間　靖博

平成 28 年巻頭言

ス改定が言われる中、0.56％と少ないながらもプ
ラス改定でした。薬価の引き下げが大きい分ネッ
トマイナスにはなっていますが、院外処方や薬価
差益の少ない院内処方においては大きな問題では
ないでしょう。しかし消費税については、財務省
曰く広く浅く診療報酬に上乗せしているらしいで
すが、もう少しクリアカットに、患者の負担を増
やすことなく事業税の非課税措置に影響すること
なく、医療機関の仕入れにかかった消費税の控除、
還付がなされるよう根本的な解決が望まれます。
平成 14 年 18 年の小泉強権時代に其々 1.3％、1.5％
と本体の大幅切り下げ以来、萎縮してしまったよ
うです。
　いつも申し上げていますが、医師会の政治力が
弱くなれば、発言力が低下し、収入面はもとより、
我々が取り組まなければならない医療の提供が出
来なくなります。そのためには参議院選挙の得票
数が力となります。今年の参議院選挙まで半年
余りとなりましたが、日医組織内候補の自見はな
こさんへの支援の輪を広げ、国政へ送り出したい
と思いますので、会員の皆様の絶大なるご支援を
お願い申し上げます。選挙演説調になりましたが、
あくまでも会員の皆さん方の将来の問題であります。

　「団塊の世代」が 75 歳を迎える 2025 年問題が取
りざたされて久しくなります。市医師会連合会の
会長に任命され 1 年半になりますが、いろいろな
あて職にあって府や市の地域医療構想会議の会長
もしております。「支えの必要となった高齢者が住
み慣れた地域で人間らしく生活できる社会」が実現
できるよう構築しようとするものです。2 次医療圏
における病床数や在宅にかかわる問題点を役所が
数値を示し地域包括ケアシステムを議論するもの
ですが、現在起こっている介護離職（家族が介護
のため会社を辞めること）や介護従事者の離職率

　会員の皆さん、新年明けましておめでとうござ
います。
　私は今年の元旦も神戸岡本で迎えました。昨年
の雪化粧と違いエルニーニョ君のお陰か穏やかな
天気に恵まれました。震災にもひび割れ程度で耐
えた古いマンションのベランダからの初日の出に
手を合わせ、昨年が平穏無事に終えたこと、健康
で新年を迎えられたことに感謝し、お雑煮とおせ
ちの腹ごなしに恒例にしている岡本八幡神社と保
久良山の神社に参拝し、浪速区医師会の今年の更
なる発展を祈念し、翌二日には下寺のお寺で両親
の墓参りで家族の健康をお祈りしました。
　会員の皆さんもお健やかに新年をお迎えになら
れたこととお慶び申し上げます。

　昨年も国内外に色々な出来事や事件が起こりま
した。イスラム国問題、隣国との問題、異常気象
による諸災害、VW や傾きマンションなど規制逃
れ等々羅列するだけでも紙面を覆ってしまいます。
　我々医療従事者にとっては、昨年から開始され
た医療事故調査委員会制度、ストレスチェック制
度、マイナンバー制度など勉強していかなければ
なりません。

　さて昨年暮れには本年 4 月からの診療報酬改定
率が発表されました。財務省の医科本体のマイナ
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◎平成 27 年度 12 月定例理事会　　　
　日　時　平成 27 年 12 月 18 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 9 時 15 分
　場　所　浪速区医師会　会議室  

協議事項
１．第 64 回近畿医師会連合学校医研究協議会
　　1 月 24 日〈日〉）の出席者について
　　　　　　　　　　　　　＜佐久間会長＞
　　標記協議会の出席者を決めたい。詳細は

次のとおり。
　　時間　午前 10 時 30 分〜 15 時 10 分
　　場所　シェラトン都ホテル大阪　　　　　　　　　 

協議の結果、担当理事に確認すること
となった。

（後日、川田理事が出席することに決定）

２．平成 28 年度今里休日急病診療所出務割
当について　　　　　　   ＜原田理事＞

　　資料のとおり、出務医師の割当を調整した。

の高さなどはあまり議論されません。根本の問題
を抜きにしては語れないはずですが。
　その市医連合会会長の任期もあと半年となりま
した。いろいろな任務を与えられ勉強になりまし
たが大変多忙でした。楽しかったことは、川崎市
医師会主催の 14 大都市医師会連絡協議会の会場が、
日本一の豪華客船「飛鳥Ⅱ」であったことでした。
噂通りでっかく豪華でした。巻頭言を読まれてい
る方の中には既に世界一周をされた方もいるかも
しれませんが、ワンナイトクルーズでも私にとっ
て大きなご褒美でした。

　我が浪速区医師会は、すでに地域包括ケアシス
テムに取り組んでいます。
　患者さんやご家族の安心のためのブルーカード
システムが開始され早や７年を超えます。病診連
携委員会には協力病院や介護事業所の方々、ゲス
トに消防署などを迎え、毎月 1 回途切れることな
く開催されています。継続は力なりです。関係者
の皆様に感謝いたします。藤井寺市、高知市、日
田市各医師会でも取り入れられていますが、まだ
問い合わせが続いています。
　在宅連携ネットワークでは、病院から送られる、
かかりつけ医申請（逆紹介）にも素早い対応をし
ております。
　患者さんの投薬や検査データの情報を各医療機
関で共有する iProject の推進、また新しく行政主導
で在宅患者さんの介護情報、投薬情報を多職種で
共有するメディケアシステムを構築すべく在宅連
携合同会議も始動しております。もちろん個人情
報保護を最重点に置いています。
　また認知症連携、多職種連携、ケアマネとの会
など地域連携は盛りだくさんです。

　そのほかの事業にも会員の皆さんに多大のご協
力をしていただいておりますが、今後も引き続き
ご支援をお願いいたします。　
　最後になりましたが、会員の皆さんには頭と体
のメンテナンスを怠らず、医療に励んでいただき、
本年が皆さんにとって良き年になりますよう、祈
念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき
ます。


